
創傷治癒ニ及ボス副腎機能ノ影響ニ就テ

京都帝岡大皐腎車部外科筆致室（磁部教授指導）

大皐院皐生密皐士演 谷 軍 治

Experimentelle Untersuchungen iiber den Einfluss der 
Nebennierenfunktion auf die Wundheilung. 

Von 

Dr. G. Hamatani. 

(Aus dem Laboratorium der Kais. Chir. Universitatsklinik Kyoto 

(Dire止-tor:Prof. Dr. K. lsobe）〕

Autoreferat befindet sich auf Seite 101 der Ht. 1, Bd. XIV, 1937. 

第 3篇 副腎機能ノ消長ト創傷治癒トニ

開スル因果関係ニ就テ

第1章緒 論

副腎機能ノ消長＝闘連シテ創傷治癌ニ遅蓮ヲ来スハ第1篇及ビ第2篇ノ貫験ニヨツテ明ラカ

＝認メラル。帥チ髄質機能ノ昂進時ニ於テハ遅延，減退時ニ於テハ促進ヲ来的皮質機能ノ昂

進時ニ於テハ僅カニ促進ヲ示スモ減退時＝アリテハ殆ンド饗化ナキRX態トナリ，髄質ト皮質ト

ハ倉lj傷治癒＝闘シ多少相措抗シテ作用スルヲ認メタルモ，創傷治癒ニ及ボス副腎機能ノ：影響ハ

ソノ大学ヲLアドレナリン「ノ量的問題ニヨツテ論結サレ得ル結巣トナレ九然yレ＝斯ル現象ノ

ヨツテ来ル所以ヲ探索セントスyレ時＝ハ更ニ進ンデ創傷治癒＝闘奥スル諸t条件ト副腎機能トノ

関係＝就テ論及セザYレベカラズ。

税近副腎機能ニ閥スル研究旺盛トナリ，髄質皮質ト血液内茨酸瓦斯含量及ピ水素Lイオン寸謹

度トノ闘係，或ハ」カルシウム1含量若クハ血糖量ノ；増減等＝闘シ種々研究ノ結果ヲ護表サレタ

リ。市川氏ハ静脈内ノ：炭酸瓦斯量ヲ測定シテしアドレナリン寸注射時＝ハ共量ハ減少九皮質

粉末投輿＝際シテハ増加スル由ヲ報告セリ。是ヲ組織内＝於テ行ハレタJレ瓦斯代謝ノ結果ト見

Jレトキハ，生活現象ノ：盛衰＝件ツテ創傷治癒モ経過上＝多少ノ鑓化ヲ来スベキモノト考ヘラ Fレ

ルナリ。共他血液中＝合マル、諸種成分トノ闘係，更＝機能i肯長＝伴フ一般柴養紙態トノ関係

等，創傷治癒ニ勘l興スル諸保件中高I］腎機能ニヨツテ左右サレ得ルモノモ亦少シトセズ。

ザレド元来創傷治癒ハ局部流血量ト草野接ナル開係アルコトニ就テハ，既＝特登性脱痘＝封ス

Fレ交感神経切除術＝於テ明カナyレ如ク，創傷治癒ノ濯蓮ハ大部分血液量トノ闘係＝テ解決サレ

得ルト云フモ敢テ過言＝ハ非ザYレベシ。一方雨lj腎機能殊ニしアドレナリン寸ノ血管ユ及ボ、ス作用

並ピ＝創傷治癒ノ遅速トしアドレナリン1ノ量的闘係ヲ考7Jレ時ニハ，創傷治癒エ及ボス副腎機
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能ノ影響モーた部分ハ血作＝／えポスしアドレナリン「ノ；影縛＝外ナラザルベシト推断サル、ナリ。

然Yレニ貫！験的.＝.Lアドレナリン寸ヲ連続注射シテ髄質機能ノ昂進ヲ岡ラントセル際＝往々家兎

~~シテLアドレナリン「ニヨリテ崩痩ヲ来シ生活能力ヲ減退セシモノノ崩痩致死ヲ見タルナリ。

トセパ，創傷治癒ノ遅延スyレ事ガfj｛（テLアドレナリン寸ノ血：i'i;.＝.到スル作用＝操ラズトモ容易＝

本質ゆノネNWヲ大部分／，＼lj腎機能ノ血管2ニ針スル作用ニ師セントセパ Lア考へラル、鹿ナレパ，

ドレナリン1及ピ Lインテレニン寸ノ詫射並ピエIiiリ腎移植，片側同lj腎別出ニヨル家兎煙室ノ増減

＝就テ一考スル要アルベシ。

両lj腎移髄時，片側副腎射出時並本質験ニ於テしアドレナリン＇， Lインテレニン「交互注射時，

ピニ同一僚件下ニ飼養セJレ劉・J!H家兎ニ就キソノ酷重ノ増減ヲ比較セシニ次表ノ；如シ。
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世
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週

間

後
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週

間

後

Fl 

リ
リ
週
間
後

内

’J 

帥チ多少ノ：増減ハ位常次兎＝於テモ見ラyレ、所＝シテ，殊＝片側話IJ腎易tllH時ニ於テハ一般＝

開重ガ減少セルニモ拘ラズ向且創傷治癒ノ促進ヲ見タル結果ヲ考フレパ， Lアドレナリ；＿，－＇， Lイ

ソレカ’直チニ創傷

治癒＝影響スルモノトハ汚へ能ハザルナリ。サレバ本篇＝於テハ主ニ副腎機能ノ消長ト血管＝

ノ作．射＝ヨツテ些細ナル一般批態ノ鑓化ハ起リれ.｝－1t.-トスルモ，ンテレ＝ン「



演谷・命I]傷治癒＝及ボス同l腎機能ノ影響ニ就テ

加ハYレベキ質化トニ閥シテ観察セントセり。

第2章副腎機能J消長ト細小動服管壁J蜜化Z就テ

第1項緒言並ビ＝賓験方法

665 

血管＝釘スルLアドレナリン「ノ牧市宿作mハ一過性＝シテ，勝森氏ノ寅験ニヨJレモ収縮頂黙＝
建スル ；；；：..）、動脈＝於テハ6-18分ヲ要シ．ソノAA態ハ3-9分継観的 2-3時間後ニ常態ニ復ル

結果トナリ，一日 2同連績注射セル本貰験ノ成績モしアドレナリン1ノ血管牧縮f1:illノミ＝テハ

説明シ難キナリ。然yレニLアドレナリン寸ノ反覆注射ニヨリ血管＝壁＝経化ヲ来ス事ハ既＝1903年

Josue氏エヨリ護表サレ，共ノ後 Fischer,Lange氏等ハ中膜＝散在性＝壊死ヲ認、メ， Fischer氏

ハ是ヲ Arterionekroseト稿セリ。サレド内膜ノ鑓化ニ就テハ一部＝肥厚ヲ認メタリト云フモノ

アレド，命ホ反堂J詑アリテ一定セズ。卸チ Waterman氏ハ中膜ノ：壊死部＝相官シテ内膜＝肥厚

ヲ来スト云ヒ，清野教授及ピ東原氏ハ中膜ノ；壊死部ガ内膜ニ接近セシ時＝ノミ肥厚ヲ来スモノ

ナル事ヲ琵表セリ。是等ハ主＝大動脈＝於ケル費化ニシテ，寺内氏ハ更＝綿頭動脈ニ就テしア

ドレナリン1 反覆注射ニヨリテ中膜＝肥厚及ザ筋繊維ノ；壊死ヲ認、！メタルモ，内膜ニ於テハ著鑓

ナキ由ヲ報告セリ。 Lアドレナリン1ノ毒性＝ヨル是等ノ鑓化ハ比較的大ナル血管ニ著シクシテ

細小血管＝少シトハ一般＝認メラ Jレ、所ナyレモ，是等~1~膜或ハ内膜ノ肥厚ニヨリテ来サJレベキ

管口ノ狭少＝就テ考フル時へ反ツテ大l{II.管＝於テ顕著ナラズトモ細小血管＝アリテハ些細ナ

Jレ管壁ノ肥厚モ直チニ管口ノ大サ＝影響スベケレパ， ソノ狭小率ハ大血管＝比較シテ遺カ＝大

ナラザyレベカラザルナリ。

本賞験エアリテハ可検創傷局部ノ細小動脈ニ就キ， Lアドレナリン「＝ヨル管口ノ狭小率ヲ測

定シ，更＝之ニ針スルLインテレニン1ノ拾抗作用及ビ福IJ腎ノ移植時若クハ易1J出時ニ於ケル Lア

ドレナリン1ノ；量的闘係等＝亙リテ観察セントスルモノナリむ

重量主塗：第1篇及ピ第2篇＝於テ製作シグル顧i設鏡標本＝就キ，可検創傷周聞ニ於テ親野

＝現ハJレ、細小動脈ノ比較的垂直＝切断セラレタルモノヲ濯ピ， Okular-mikrometer＝ョツテソ

ノ内僅及ヒヲト径ヲ測定セリ。

内在E
耳覆＝k, ~pチ k ノ値ノ減少ハ外径ニ比較シテ内腔ノ狭小トナレYレコトヲ意味スルモノナレ

ベkノ増減＝ヨツテ局所＝於ケル流血量ヲ推定シ得ベク， kハ創傷治癒ニ閥シテ1ノ指数ト
ナルベキナリ。サレパ前掲ノ各賞験＝就テkノ：増減ヲ測定シ，創傷治癒ノ遅速ト雨IJ腎機能ト z

続テソノ因井納句闘係ヲ再検討セントセリ。

附記：Okular-mikrometer＝ヨ Iレ測定値ノ軍位ハ1粍ナリ。
90 
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D. 剃H11注射3週間後ニ於ケル k ノ測定
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第S節 片側副腎別IH後」インテレ＝ン寸注射セJレモ ノ

A. 別出注射3日後＝於ケル kノ浪I]定

k 均

0.8 1.9 0.42 

1.2 2.5 0.48 

2.0 4.5 0.44 

296 I 
2.4 5.4 0.44 I 0.45 
2.5 5.8 0.43 

1.0 2.3 0.43 

2.5 4.8 0.52 

1.5 3.7 0.41 

0.6 1.5 0.4 

3.2 6.6 0.48 

4.2 7.8 0.54 

291 I 1.6 3.0 0.53 I 0.5 

3.1 5.5 0.56 

1.3 3.1 0.42 

3.0 5.4 0.56 

2.0 4.2 0.48 

2.5 4.ti 0.55 

1.1 2.5 0.44 

298 1.4 3.0 0.47 0.47 

1.1 2.6 Q.46 

0.7 1.6 0.44 

1.6 3.4 0.47 

0.4-0.56 革法卒｝＇＿，J0.47 

B. 刻IH注射1週間後＝於ケ1レ kノ測定

k 均

2.:: 4.7 0.49 1.1 2.ti 0.43 

0.6 1.4 0.43 2.5 4.3 0.秘

2.8 5.7 0.4!l 
2.0 4.7 0.43 0.46 

0.7 1.8 0.39 
l.'l 3.8 0.53 

1.4 3.2 0.44 
2.7 4.5 0.6 

すよ1 0.51 :w2 0.52 3.7 4.2 8.5 0.49 

'l..7 .:i.l 0.53 2.0 3.7 0.54 

2.8 4.6 0.61 1.5 2.8 0.54 

291 I 3.5 6.4 0.G5 0.54 0.39-0.61 終..¥Y-J ！｝.品l
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c. 易1J1+1注射2週間後＝於yレ kノ測定

家脱税｜内作｜外 k 1平均
2.3 4.7 OA¥l 5.!l 8.!l 0.66 

2.0 5.2 0.:18 4.7 7.6 0.62 

1.1 2.4 0.46 5.3 8.!l 0.6 

3.7 6.3 0.59 2.2 3.8 0.58 

2.2 4.6 0.48 0.47 
3.1 6.5 0.48 

J.9 4.2 0.48 J.6 3.3 0.48 

J.6 3.6 0.44 1.2 2.6 0.46 

1.6 3.7 0.43 J.O 2.3 0.43 

2.4 4.7 0.51 

一－ーーー一ー－「
1.4 3.5 0.4 

2.6 4.5 0.乃内
286 0.47 

0.6 1.3 0.46 

J.7 3.8 0.47 
0.8 2.0 0.4 

1.5 3.5 0.43 
1.3 2.8 0.46 

1.2 2.8 0.43 
1.3 2.6 0.5 

285 I 2.0 3.8 0.53 0.52 0.38-0.66 線、平均 0.49

D. 射出注射3週間後ニ於ケJレkノ測定

組制内径｜外径Ik I卒均
2.5 4.2 0.6 2.2 5.1 0.43 

0.7 1.8 0.39 3.3 6.1 0.54 

2i8 
0.8 1.9 0.47 

9.47 
1.0 2.5 0.4 

1.6 3.5 0.46 

0.8 1.6 0.5 

0.9 1.9 0.47 1.0 2.4 0.42 

1.1 2.2 0.5 1.8 3.9 0.46 

3.2 5.8 0.55 
280 I.I 2.0 0.55 0.49 

2.5 4.6 0.54 
0.9 1.7 0.53 

1.9 3.8 0.5 
1.8 3.6 0.5 

279 
2.1 4.3 0.49 

2.0 4.3 0.47 
0.5 

1.8 3.9 0.46 

1.6 3.3 0.48 

1.0 2.1 0.48 
2.2 4.3 0.51 

1.3 2.7 0.48 
1.3 2.7 0.48 

1.6 3.4 0.47 0.39-0.6 線平均 0.49

第3章線括並ビエ考接

前掲ノ各賞験＝就テ測定シタル細小動脈内径外径ノ比ヲ表示スレパ下記ノ如シ。

I 3 日後 II週間後 I2週間後 I3週間
Lア ド レ ナ リ ン’ 注 射 時 0.38 0.32 0.32 0.32 

Lアドレナリン寸注射終了後ノ封照資重量4 ヨルモノ 0.39 0.44 0.43 0.44 

ιイ ン 7・ レ ー y・1 注 身J 時 0.41 0.42 0.44 0.42 

L J" Vレナリン’， Lインテレユン寸交克注射時 0.41 0.34 0.35 0.39 
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腎 移 植 E争 0.44 0,42 0.43 0.47 

fHIJ 高リ 腎 易リ 出 時 0.4!l 0.46 o.;:; 0.47 

Jl・側副 ＇tt別間後 Lアドレナリン寸法身Jセルモノ 0.47 0.47 0.40 。目45

Jl・側則野剃出後しインテレユン寸注射セルモノ 0.47 0.51 0.49 0.49 

而シテ是等ノ結民ヲ到J!(1値0.46ニ比l＇交スル.＝.l.アドレナリン「連組注射・ニヨリテハ既ニ3日後

ニ；1ax’レシ，U¥¥l間後ヨリ3週間後＝於ケル21，：均11直ハ何レモ0.32ナレド， ソノ忌小値並ピ＝最大値

ハ遡ヲ追ツテ減少シ．自Pチ漸進的＝管円ノ狭小ガ認メラ Fレ、ナリ。

然ノレニ作射終j’後ノ；針！！｛｛貫験 ＝アリ テハ3日後ノ111在ハ向未グ少シク減少セルモ， 1週間後ヨリ

ハ既＝針］！（1トノ／HJニ大差ナク．印チ しアドレナリン寸＝ヨル昔：nノ狭少モ注射ヲrj1止スレパ約

2週間後エ同白シ件ルモノト云フベシn 斯ル所見ヨリしアドレナリン1過剰＝ヨツテ来ル創傷治

癒遅延ノ原因モ，師スル鹿ハ」アドレナリン「ノ血管＝＝剥スル作nJ.：：.外ナラザルナリ。

Lインテレエン 1)1~f削 j：射・＝アリテハソノ最小値及ヒ‘品大ffl' ［ハ針J!(t ト大先ナキモ平均値ハ少シ

ク減少セリ。然Jレニ創傷治癒ハ岱J・J!Hヨリモ僅カニ促進性アルハ向ホソノ間＝血管ニますスル｛f}jj

ノ ミ z テハ説明シ難キ後件ノ存スルモノカ，或ハ1毘令！支't'l機能＝血管＇~Jq張ノ作用アリトスルモ，

.JfJJ/l'i'f;,'?iハ組織撃的ニ略化スルモノ＝非ザレパ内径外任ノ比ハ大差ナカルベク．然モ血管機張エ

ヨFレ血流ノ士宮量ニヨリテ制1弘治癒ノ促進ヲ見タ yレモノナルカ＝就テハ，皮質機能ノ研究進展＝
｛＇／！ツテキljl切スyレ底アyレベ、ン。

Lアドレナリン.，， L インテレ ーン寸ヲ 交lf_注射セル寅Y]f~ ＝－於テハ一般ニ平均1rii－＇、減少シ，殊ニ

共減少ハ1週1111以後ヨリ明カ＝シテ足小値最大値モ是＝準ジテ減少ヲ示ス。而シテしアドレナリ

ン寸 Yit~~ui 主射時＝比較シテ ソ ノ減少 ノ粧減サレタルヲ認メ得yレハ，印チ創傷治癒ノ成績トー致

スルモノニシテ， Lインテレ＝ン「ノ血管壁ニ及ホ・ス税化ハ不fljjニ終リタルモ， Lアドレナリン可

＝措抗シチソノ血管J笠ニ針スル作HJヲ軽減セシメ得fレ事ハ明カナリ。

刷l符移槌ニヨル賓I~魚ニ於テハ 3 日後ヨリ 2 週間後ニ亙リテ少シク卒均値ノ減少ヲ見 ？ 1レモ，

3遡ltrl後＝於テハ対｝！（~ト ノ（it!ナキホ，＇； ~~ ヲ示 シ， 6週間1 ；亙Fレ創1ih治癒成績ノ前’｜ミ＝少シク遅延シ

後 ’1 ~ .：＝.於テ金ク同復セシホ，＇；.！.nト崎一致スルモノナリ。而シテ叉是ハ移値時ニ増l)：セ1レLアドナ
レリ ン1ノ雌J/i'i＇ニ及ボセル匂化ガ約 2週間繕続セシ結県トモ見ラレ，！llJチLアドレナリン寸ニヨル

助l竹：所ノ略化ハソノ岡山ニ約2週ll.IJヲ要スト泌メラレグル話i賓験ノ結決トモ一致スルモノニシ

テ， ~｛：等ヲ綜合シテ刷腎移植時ニ於ケル倉lj侮治癒ノ遅延ハ移摘時＝主化セルLアドレナリン1ノ榊

Ji:: .=. :J；~クモノト断定シ1'.}. 1 ~ ナリ。

ヨチCデ！「fHl)i,iリ腎剃IHニヨル貫験 ＝於テハifllJ値ハ一般ニ刻！！（｛.::.Jtシテ増大シ，最大値ニハ大差

ナキモj命j、値ハ明カ＝増加セルヲ訟メ．内保外任ノ比ヲ創傷ifi掠 ノ1指数ト見yレトキノ、片側両lj

腎別問時ニ於テ創傷itfi話成総 J一般＝促進的ナル本質験ノホ占拠ト一致スルモノナリ。サレド平

均値ノ11ミたト血管壁ノ従化トノl鈴！係＝枕チハ， Lアドレナリン寸ノ過剰ニヨリテ来セル血告2内膜
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或ハ中膜ノ肥厚ニ封シ， Lアドレナリン「減少＝ヨリテハ萎縮ヲ来シ得1レモノナルヤ，或ハ叉車

＝血管ノ横張＝ヨリ外径＝比シテ内腔ノ蹟大ヲ来セルモノナfレヤ，本寅験＝於テハ断定ノ限リ

＝非ザレド．創傷治癒ノ促進ハ片側刷腎刻IH－＝ヨル血管管口ノ横大＝ヨツテ明カナリト云フベ

‘ Lノ。

然ルニ片側高IJ腎射出後しア Fレナリン「ヲ連続注射スyレトキハ卒均値並ピニ最小値，最大値ハ

共＝殆ンド劉・l思＝於ケルト差遣ナク，邸チ片側面I］腎射訓後しアドレナリン1 ヲ補給シテ皮質Lホ

Jレモン「 J ミノ減少ヲ闘リタ JI..-時ハ血管管ロエ襲化ナシト云ヒ得ベク．又反封ニ刻t~I後Lインテ

ν＝ン可制i給エヨリテ惹超セYレしアドレナリン1 ノミノ減少時＝就テ見ル＝，卒均値ハ針Jfnニ比

シ一般＝増大シテ最小値＝ハ大差ナキ毛最大値ハ増加セル事ヲ認メタリ。サレバ片側副腎刷出

時＝於ケル血管内腔ノ横大モ要スルニ」アドレナリン寸ノ減少＝基クモ l.：.シテ，是等ノ結果ハ

叉創傷治癒成績ト全ク一致スルモ Jナレバ，片側副腎刻IHニヨル官lj傷治癒ノ促進ハ Lアドレナ

リン寸減少ユヨリ血管口ノ蝿大ヲ来セル結果ト云ヒ得ルナリ。

轟＝高I］腎機能ノ創傷治癒＝及ボス彰響モ畢寛ハLアドレナリン寸ノ：量的閥係＝外ナラスト云ヒ

シモ，本賓験ノ結巣エヨリ更ニ進ンデー這般ノi数日系ハ殆ン rLアドレナリン寸ノ血管＝及ボス影響

ニヨツテ解決シfやレモノト云フベキナリ ω

舎を さ品
市頁 面冊

副腎機能ノ創傷治癒＝及ボス影響ヲ家兎＝ヨツテ貫験セシ結決：

1) 髄質機能ノ昂進時ニアリテハ創傷治癒ノ遅延ヲ来ス。

2) 皮質機能ノ昂進時＝アリテハ僅カ＝創傷治癒ノ促進ヲ来ス。

3) 髄質，皮質雨機能同時＝昂進スル時ハ倉l陽治癒ハ遅延ヲ来スモ，髄質機能ノミノ昂進時

＝比較シテ遅延ハ少シク軽減ス。

4) 高lj腎移植ニヨリ移植後3週IUJ＝亙ル創傷治癒ハ少シク遅延スルモ， 4週間以後＝ハ全ク同

復ス。

5) 髄質機能ノ減退時ニアリテハ創傷i台癒ノ促進ヲ来ス。

6) 皮質機能ノ減退時ニアリテハ創傷治癒ニ艶化ナシ。

7) 髄質，皮質雨機能同時ニ減退スル時ハ倉Ijf：易治癒ハ促進ヲ米スモ，髄質機能 Fミノ減退時

＝比較シテ促進ハ少シク軽減ス。

8）創傷治癒＝闘シ髄質皮質ハ多少相拾抗シテ作削スルモ，機能消:Lミ＝ヨル創傷治癒ノ握蓮

ハ主 I・ シテ髄質Lホルモン寸ノ血管ニ及ボス作用ニ起因スJレモノナリ。
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